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２０２５年度 名古屋外国語大学の情報公開 
 
Ⅰ．教育研究上の基礎的な情報 

１．研究科・学部・学科の名称及び教育研究上の目的 
 
（１）教育研究組織とその名称 

 

大学院   国際コミュニケーション研究科   国際コミュニケーション専攻 

（博士前期課程･博士後期課程） 

 

英米語学科 

英米語専攻 

英語コミュニケーション専攻 

英語教育専攻 
 

フランス語学科 

 

外国語学部      中国語学科 

 

世界教養学科 ※2019年度募集停止 

 

名古屋外国語大学   学 部             グローバルビジネス学科 

 

現代国際学部     現代英語学科 

 

国際教養学科 

 

グローバル共生学科 

 

世界共生学部     世界共生学科 ※2025年度募集停止 

 

世界教養学部     世界教養学科 

 

国際日本学科 

 

教職センター 

 

国際教育連携推進機構   国際日本語教育インスティテュート 

(IJLE) 部門 

 

メディア情報・データ科学センター(MID Center) 

メディア情報基盤部門 

言語情報教育研究部門 

データ科学教育研究部門 

 

ワールドリベラルアーツセンター(WLAC)  
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言語教育開発センター(CLED)   全学共通英語基幹プログラム 

(CELP) 部門 

複言語プログラム(PLP) 部門 

 

教養教育推進センター(CLAD)  

アカデミックスキルズプログラム(CASP) 部門 

ＩＣＴプログラム(ICTP) 部門 

世界教養プログラム(WLAP) 部門 

 

地域教育推進センター(CREC) 

 

出版会 

 

エアライン教育研究センター 
 
グローバル共生社会研究所(RINGS) 

 

（２）建学の理念・教育目標 
   本学の建学の理念は「人間教育と実学」であるが、その目的は時代と社会の要請に応えていく実学

を発展させることであり、外国語大学として、「２１世紀の地球社会で活躍できる国際感覚豊かな人材

を養成する」ことを教育目標としている。具体的な教育指導活動は、一人ひとりの学生を大切にする

という基本的な教育理念に基づき、学生の能力の個人差を大切にし、周りの人たちに信頼され、愛さ

れる人材を育てることにある。 
 

 
［大学院国際コミュニケーション研究科］ 

本研究科は、高等教育機関として一層の研究・教育の高度化を図り、国際化・多様化する社会的

要請に応えるために学際的な大学院として設置されたものであり、グローバルなコミュニケーショ

ン能力を有し、高度な専門性を実践できる研究者・専門家・職業人を養成し、国際社会において世

界規模で貢献し得る有為の人材を育成することを目的とする。 
 

［外国語学部］ 
① 英米語学科 
 自分と異なるものも受け入れる心の広さや優しさを持ち、ますます国際化する社会に対応できる

知性、教養、倫理を持つ一方で、高度な英語力に基づく豊かでバランスのとれた国際感覚を身につ

け、２１世紀の世界で活躍できる人材の養成を目的とする。 
② フランス語学科 
 充実したフランス語教育を基盤に、「フランス語・フランス文化」、「フランスビジネス」の各系に

おいて専門教育を展開することにより、高度なフランス語力と豊かな国際感覚及び教養を持ち合わ

せ、国際社会で生きていくことのできる人材の養成を目的とする。 
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③ 中国語学科 
 充実した中国語教育を基盤に、「中国語・中国文化」と「中国ビジネス」の２つの系により高度な

専門教育を行い、日中間やアジアを軸に現代国際社会において活躍できる人材の養成を目的とする。 
④ 世界教養学科 

複数の外国語による高いコミュニケーション能力と､主に人文･社会科学の二つの領域にまたがる

幅広い教養､また､流動化する現代社会を､個別的かつ俯瞰的な視野から分析できる批判的思考力､

さらに一社会人としてあるべき節度と豊かな共感力に溢れた人材の養成を目的とする｡ 
 

［現代国際学部］ 
① グローバルビジネス学科 
 英語をビジネスで活かすことのできる能力とグローバルな経済活動を展開している企業が求め

ている知識・能力を「マネジメント」、「マーケティング」、「ファイナンス」、「アカウンティング」

の系で学び、国際的なセンスを身につけた人材の養成を目的とする。 
② 現代英語学科 
 実践的な英語力を身につけたうえで、専門的知識とその職業領域で活用する応用的英語能力の修

得を目指し､総合的な英語力を更に究め､多様なビジネスチャンスにおける英語のプロフェッショ

ナルを育成､特に英語によるコミュニケーションが大切な役割を果たす諸分野を専門的に学び､世

界で活躍できる人材の養成を目的とする｡ 
③ 国際教養学科 
高度で実践的な英語力に多言語学習を加えた総合的コミュニケーション力の育成に加え、国際教

養人としての知識、スキルを修得し、職業分野に沿って「リテラシー」、「ガバナンス」、「リクリエ

ーション」の３つの系に分類された教育課程を通して、将来の自己実現に向けた就業力を一層高め

ることを目的とする。 

④ グローバル共生学科 
幅広く豊かな教養を礎に、実践的な言語運用能力・情報分析力・多様性への理解などの地域創生

や多文化共生に係る高い専門性と高度な英語運用能力を身につけ、現代社会に関わる鋭利な問題意

識・優れた共感能力と国際感覚及び果敢な行動力を備えた国際的職業人の養成を目的とする。 

 

［世界共生学部］ 

世界共生学科  

国内外の多文化環境に速やかに適応できるよう、言語力・コミュニケーション力に優れ、グロー

バルな社会現象・事象に対する理解力・分析力を持ち、「多文化共生」に対する理解とそれを受け

入れる寛容な倫理観や共感力を備えた人材、また、多文化社会が抱える様々な難問やリスクに即応

し、今後の世界ならびに我が国の未来を担うチャレンジ精神を備えた即戦力型の人材の養成を目的

とする。 

 
［世界教養学部］ 

① 世界教養学科  

世界教養学科は、英語及び複言語の高い運用能力、世界諸地域の言語、文化、歴史、社会など 
に関する豊かな教養を備え、人文・社会・学際の３分野にまたがる幅広い知的好奇心、豊かな人
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間性と共感力、批判的思考力、国際感覚を通じて、不確実性に満ちた現代社会がはらむ諸問題の

解決に主体的に立ち向かい、世界と地域社会の人々との交流の促進、双方の平和的発展に貢献で

きる人材の養成を目的とする。 

② 国際日本学科  

国際日本学科は、日本と世界に関する豊かな教養、日本語および英語の高い運用能力、また、 
日本語・日本文化に関する専門的知識を備え、同時に、他者に対する共感力、論理的かつ批判的

な思考力、さらには地域社会への貢献意識を持った人材の養成を目的とする。 
公式サイト：ポリシー参照 
 

２．教員組織及び専任教員数 

2025.5.1現在                                                

研究科・専攻、学部・学科等 

教  育  職  員【基幹教員及び基幹教員以外の教員（常勤）】 

教 授 准教授 講 師 助 教 計 助 手 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

研 究 科 
国際ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 

専 攻 
 1        1  1 

外国語学部 

英 米 語 学 科 11 6 6 2 5 1   22 9  6 

フランス語学科 2 2 3   1   5 3  1 

中 国 語 学 科 3 3  1 1    4 4   

計 16 11 9 3 6 2   31 16  7 

現代国際学部 

グローバルビジネス学科 3 3 4  1    8 3   

現 代 英 語 学 科 4 2 1 3     5 5   

国 際 教 養 学 科 2 2 4 3     6 5   

グローバル共生学科 3 1 2      5 1   

共    通            2 

計 12 8 11 6 1    24 14  2 

世界共生学部 世界共生学科 5   1 2 1   7 2   

世界教養学部 

世界教養学科 3 2 1 2 2    6 4  1 

国際日本学科  3 3 2     3 5 1  

計 3 5 4 4 2    9 9 1 1 

国際日本語教育ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ（留学生別科）    2      2   

言 語 教 育 開 発 セ ン タ ー     5 17   5 17  2 

教 養 教 育 推 進 セ ン タ ー            1 

教職センター（教職課程） 3 1       3 1   

合   計 
39 26 24 16 16 20   79 62 1 14 

65 40 36 0 141 15 

※１．特任教員を含む。 
※２．大学院国際コミュニケーション研究科は学部の教員が兼ねる。 

※３．教養教育推進センターは学部の教員が兼ねる。 

※４．講師には外国語担当専任講師を含む。 
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３．入学者の選抜 
 
受験生サイト：https://www.nagoyagaidai.com/nyushi/ 参照 

 
公式サイト：学部・大学院→大学院 国際コミュニケーション研究科→入試情報（博士前期課程・

後期課程）参照 
 
公式サイト：学部・大学院→大学院 国際コミュニケーション研究科→過去の入試情報参照 

 

４．校地・校舎等の施設その他の学生の教育研究環境 

（１）キャンパスの概要 
＜日進キャンパスの所在地＞ 愛知県日進市岩崎町竹ノ山５７番地 
＜主な交通手段＞ 

 地下鉄東山線「上社」駅及び地下鉄鶴舞線・名鉄豊田線「赤池」駅の２駅から専用バスを運行。

本学までの所要時間は何れも約１５分。 
＜名駅キャンパスの所在地＞ 愛知県名古屋市西区則武新町３丁目１番１７号 BIZrium 名古屋

６階 
＜主な交通手段＞ 
 地下鉄東山線「亀島」駅より徒歩約６分  
名鉄名古屋本線「栄生駅」より徒歩約１０分 
JR「名古屋駅」より徒歩約１２分 

 
公式サイト：アクセスマップ参照 

 
    ＜キャンパスの概要＞ 

本学が位置する中西学園日進キャンパスには、同学園を母体とする本学と名古屋学芸大学が設置

されている。日進キャンパスは、名古屋市東部丘陵地を開発して造成され、この地域には、本学を

はじめ、多くの大学が設置されており、日進市の文教地域となっている。キャンパスの校地は、両

大学併用であり、面積は 153,710㎡である。 
 本学の校舎は、本館・１号館・２号館・３号館・Ｋ館・５号館・６号館・７号館・８号館・東館

の１０棟と両大学共用の施設である中央図書館、体育館及び厚生施設としてコミュニケーションプ

ラザ、レ・アール（学園ホール）等を有する。校舎面積は、46,327.76㎡（共有部分を按分した本学

分の面積を含む）となっている。 

教室は、２・３・５・６・７・８号館及びＫ館と東館にあり、最大３９８名を収容する大教室を

はじめ、大・中・小の講義室が１２２室、パソコン教室が９室、パワーアップチュートリアル授業

専用教室が４室、同時通訳室が１室、会話の訓練専用のスピーキングラボが１室、ＡＶホール１室、

語学自習ができるランゲージ・トレーニング・センター１室を設置している。 

 また、学生の課外活動及び厚生施設としては、次に述べる運動施設の他、コンビニが学内２か所

に設置されているのをはじめ、７号館に食堂、コミュニケーションプラザには、書店（丸善）や軽

食店（デリバウムハウス）の他、留学生・学生・教職員の交流の場としての交流ホール、ランゲー

ジラウンジを設置している。 

さらに、２０２１年１０月に名古屋市西区に名駅キャンパスを開設した。このキャンパスは新型
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コロナウイルス感染予防対策として日進キャンパスでの開講授業の集中を避け、より快適な学習環

境を創出するために整備したもので、学習施設として講義室２４室、多目的ラボ１室、ヴラリ（図

書・視聴覚資料閲覧室）１室、厚生施設として学生ワークショップルーム１室を擁している。校舎

面積は、4,141.41㎡である。 
 

公式サイト：キャンパスマップ参照 

 
      ＜運動施設の概要＞ 

・第１グラウンド：主に野球、サッカー、ラクロス等のクラブが使用 
・体育館アリーナ・サブアリーナ：体育館アリーナはバスケットボール、バレーボール、バドミン

トン、ハンドボール等のクラブが使用する他、入学式・卒業式・大学祭・球技大会等の大学行事

にも使用 
サブアリーナは剣道、居合道等武道系クラブが使用 

・第１多目的ホール：茶道等のクラブが使用する他、吹奏楽、軽音の音楽系クラブ等が使用 
・テニスコート：竹の山テニスコート（２面）、南山テニスコート（４面、練習ボード半面） 
・トレーニングルーム：ウエイトトレーニング、エアロバイク等の各種トレーニングマシンを設置 
・第２グラウンド：タッチフット、サッカー、フットサル等のクラブが使用 
・第２多目的ホール：主にチアリーディング、よさこい等のクラブ・サークルが使用 
・第３多目的ホール：ダンスや演劇のクラブが使用 

 
＜課外活動の状況＞ 
・学生会：クラブやサークル等と協力して、新入生歓迎ウィーク、球技大会、留学生との交流イベ

ント、クラブリーダー研修、禁煙キャンペーン、マナーキャンペーン等多くのイベントを企画・

運営している。また、学生会新聞の発行を行っている。 
・合同祭：本学は姉妹校の名古屋学芸大学と合同で大学祭（合同祭）を行っている。 
毎年１０月下旬に行われ、キャンパス内は来訪者で溢れ、特設ステージや教室内では学生達によ

るパフォーマンスが繰り広げられている。合同祭実行委員会の委員は、２００名に及んでいる。

（２０２５年度は１０月２５・２６日に開催予定） 
・クラブ、サークル：現在大学が公認するクラブ及びサークル団体は、体育会系が２５団体、文化

会系が１６団体となっている。 
・業界研究グループ：将来の就職を見据えて業界の研究等を行うための、エアライン業界研究グル

ープとマスコミ業界研究グループが課外活動団体として活発に活動している。 
 

 ５．授業料、入学料その他の大学等が徴収する費用 

（１）学生納付金に関する情報 

 ① 授業料・入学金・その他の費用 
 ・納付期日 １期：４月１日、２期：９月１６日 ・納付金額（２０２５年度入学者）は次のとおり 
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学部生                                   （単位：円） 

区 分 
1年次  2年次  3年次以降 

1期 2期 計  1期 2期 計  1期 2期 計 

入 学 金 200,000   200,000               

授 業 料 382,500 382,500 765,000  382,500 382,500 765,000  387,500 387,500 775,000 

教育充実費 190,000 190,000 380,000  190,000 190,000 380,000  190,000 190,000 380,000 

演 習 費 25,000 25,000 50,000  25,000 25,000 50,000  25,000 25,000 50,000 

 

 

区 分 
3年次編入生  4年次以降 

1期 2期 計  1期 2期 計 

入 学 金 100,000   100,000        

授 業 料 387,500 387,500 775,000  387,500 387,500 775,000 

教育充実費 190,000 190,000 380,000  190,000 190,000 380,000 

演 習 費 25,000 25,000 50,000  25,000 25,000 50,000 

 

大学院生                            （単位：円） 

区 分 
前 期 課 程 後 期 課 程 

1 期 2 期 計 1 期 2 期 計 

入 学 金 100,000   100,000 100,000   100,000 

授 業 料 382,500 382,500  765,000 
 382,500 

 (387,500) 

 382,500 

 (387,500) 

765,000 

 (775,000) 

教育充実費 95,000 95,000  190,000   95,000   95,000  190,000 

※後期課程（ ）の額は３年次の授業料 

 

     ② 授業料減免制度の概要 
  Ａ.減免対象の種類、要件                       （2024年度） 

授業料減免制度の名称 種  類 要  件 採用数 

緊 急 経 済 支 援 
( 授 業 料 減 免 ) 制 度 

各期(半期)授業料 

1/2を免除 

主たる家計支持者の 

失職・倒産等で家計が 

急変し、学費の納付が 

困難な場合 

3名 

各期(半期) 

24名以内 

緊急経済支援特別措置 
( 授 業 料 減 免 ) 制 度 

各期(半期)授業料 

1/2を免除 

新型コロナウイルス 

禍による経済状況の 

悪化により、家計が急 

変し、学費の納付が困 

難な場合 

0名 

各期(半期) 

48名以内 
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激甚災害被災学生に係

る学費等免除及び見舞

金支給 

学費(半期)の全額 

又は半額を免除 

激甚災害の指定若し 

くは、指定が予測され 

る災害により、学費負 

担者が被災し、学費の 

納付が困難な場合 

0名  

私 費 外 国 人 留 学 生 
授 業 料 減 免 制 度 

学費のうち授業料 

の 30% 

「留学」の在留資格を 

有すること。 
13名  

Ｂ.必要手続等 

     ・緊急経済支援、緊急経済支援特別措置：申請書に必要書類を貼付して学生課へ提出 
・激甚災害被災者：事由発生後１年以内に必要書類(各種証明書)を整えて学生課へ提出 
・私費外国人留学生授業料減免制度：所定の期日迄に授業料減免申請書を国際交流部へ提出 

 
 
 

③ 奨学金                                  （2024年度） 

種  類 要   件 申込方法 採用数 

日本学生支援機構

奨学金 
日本学生支援機構の定める申請 
条件による 

日本学生支援機構の定め

る手続きにより学生課を

通じて申請 
548名 

中西学園奨学金 

所定の条件に合致する学生で、家計

支持者の死亡、生別、失職、傷病、災

害等により家計が急変し学費の納付

が困難で、かつ、修学を継続させるこ

とが望ましいと認められる学生 

学納金納付指定日より１

ヶ月以内に申請書に必要

書類を添付して学生課へ

提出。ただし、選考委員会

が認めた場合はこの限り

ではない 

0名 

名古屋外国語大学

同窓会奨学金 

本学に在学し、学業や文化、スポーツ

等を学ぶことを目的とし、その活動

を行うにあたって経済的に困難な 
学生 

申請書に必要書類を添付

して同窓会事務室へ提出 
   4名 

名古屋外国語大学

成績優秀学生奨学金 
学力優秀かつ品行方正な学生 

各学科・各学年の優秀成

績学生（4 年生除く）から

所定の委員会で選考 
  35名 

名古屋外国語大学

育英奨学金 
学業優秀かつ経済的支援を要する 
学生 

該当者から申請書に必要

書類を添付して学生課に

提出。所定の委員会で選

考 

20名 

名古屋外国語大学

課外活動・社会貢

献活動等における

優秀学生奨学金 

課外活動・社会貢献活動等において

著しく優秀な実績を残した学生 
該当する学生から所定の

委員会で選考 
0名 
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名古屋外国語大学

学生海外留学奨学金 
本学の海外留学制度のもと選考を 
経た海外留学生 

海外留学奨学金申請書に

必要書類を添付して国際

交流部へ提出 
271名 

名古屋外国語大学

交換留学生奨学金 
交換留学協定に基づき受け入れた 
交換留学生のうち優秀な学生 

交換留学生奨学金給付申

請書に必要書類を添付し

て国際交流部へ提出 
285名 

名古屋外国語大学

私費外国人留学生

奨学金 

「留学」の在留資格を有した学部の

留学生のうち優秀な者 

奨学金願書等の申請書に

必要書類を添付して国際

交流部へ提出 
8名 

名古屋外国語大学

大学院奨学金 

本大学院の正規の課程に入学した学

生（外国人留学生を除く）で、人物、

学業ともに優れ、かつ健康な学生で、

経済的理由により修学困難な者 

申請書に必要書類を添付

して大学院事務室へ提出 
2名 

名古屋外国語大学

大学院奨学金 
（特別給付） 

人物、学業ともに優秀かつ健康で博

士後期課程に在学し、特に秀でた学

業成果が期待される者 

申請書に必要書類を添付

して大学院事務室へ提出 
3名 

名古屋外国語大学

大学院私費外国人

留学生奨学金 

本大学院の正規の課程に入学した私

費外国人留学生（在留資格「留学」の

者）で、人物・学業ともに優れ、かつ

健康である者 

申請書に必要書類を添付

して国際交流部へ提出 
4名 

名古屋外国語大学

大学院私費外国人

留学生奨学金 
（特別給付） 

人物、学業ともに優秀かつ健康で博

士後期課程に在学し、特に秀でた学

業成果が期待される者 

申請書に必要書類を添付

して大学院事務室へ提出

（大学院で選考） 
1名 

名古屋外国語大学

大学院学内推薦入

学生奨学金 

本大学院博士前期課程に学内推薦入

学試験により入学した者 

各学期の提出期限まで

に、申請書を大学院事務

室へ提出 
8名 

 

 ６．校舎等の耐震化率 
 

   公式サイト：大学案内→情報公開→耐震化状況参照 
 
 ７．寄附行為、役員名簿、役員報酬等 
 

   公式サイト：大学案内→情報公開→財務・経営→寄附行為参照 
 

   公式サイト：大学案内→情報公開→財務・経営→学校法人中西学園役員→役員一覧参照 
 

   公式サイト：大学案内→情報公開→財務・経営→学校法人中西学園役員→役員報酬基準参照 
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Ⅱ．修学上の情報等 

１． 教員組織、各教員が有する学位及び業績 
 

   公式サイト：大学案内→教員紹介参照 

 

  ２．入学者の受入れに関する方針、入学者数・収容定員・在学者数・卒業(修了)者数・進学者数・ 

就職者数 

（１）入学者の受入れに関する方針 
  大 学 

    本学では、現代のグローバル社会を舞台に活躍できる豊かな個性と強い人間力を備え、研ぎ澄

まされた国際感覚を身に付けた人材を育てることを目標にしている。そのため、本学では、真の

国際人に求められる高い教養、専門性、高度な外国語運用能力、並びに、多言語・多文化に関わ

る深い理解及び人間的共感力・国際感覚を涵養するための教育を行っている。 

 

外国語学部 

外国語学部では、幅広く豊かな教養を礎に、英語圏・フランス語圏・中国語圏を中心とする

地域の言語・文化・社会についての高い専門的知識と高度な外国語運用能力を身に付け、広く

多言語・多文化社会への豊かな共感能力と国際感覚に優れた国際的教養人を育成する。 

その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、外国語を学ぶ強い意志が必要

だが、学修の基礎となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」等の基礎的な能力・資質

も必要となる。外国語学部では、英米語学科で英語を主専攻として学び、フランス語学科・中

国語学科では英語を副専攻語として学ぶが、英語を主専攻とする学科はもとより、副専攻語と

する学科でも、英語力は学びの最も重要な基礎力である。そのため、「英語」は何れの学科の

入学試験においても必修科目としている。また、外国語を学修する上でその基礎となる国語力

は欠かせないもので、さらに外国語の修得を深化させていくためには、幅広い分野についての

基礎学力も大変重要である。 

従って、外国語学部の何れの学科においても、専攻する言語は異なる場合があっても、共通

の入学試験を採用しており、「英語」の能力が高い者を選抜することを重視しつつ、「国語」

等の他教科の基礎学力についても充分配慮して入学者選抜を実施する。 

 

・選抜方法 

【一般選抜】 

英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わ

せることで、教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験 

・前期Ａ方式、前期Ｍ３方式、前期Ｍ２方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用

前期（３教科・５教科）・後期（２教科）、後期の各試験 

【学校推薦型選抜】 

推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格等）による出願資格を満たす者を対

象とし、調査書（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜 

・一般公募、指定校の選抜方式 
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【総合型選抜・特別選抜】 

資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者等を対象とし、適

性検査（複数教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接等を組み合わせ、評価する選

抜 

・英語等有資格型、国際社会志向型、グローバル・フランス人材志向型(フランス語学科)、

アジア事情探究型（中国語学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特別選抜等の選抜

方式 
 

次のような人の受験を期待する。 

・学ぶ意志と意欲を持ち、そのために必要な英語力・国語力等の基礎学力がある人 

・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人 

・言葉を通して人への関心、グローバル社会に関心がある人 

・外国語に関わる言語・文化・社会について高度な知識を身に付けたい人 

・外国語の高度なコミュニケーション能力を身に付けたい人 

・異なる文化や価値観に共感し、意思伝達ができる国際感覚を身に付けたい人 
 

学ぼうとする意欲、人への優しさ、社会への参加意識を持って入学して欲しいと思う。 

 

現代国際学部 

現代国際学部では、幅広く豊かな教養を礎に、キャリアに関わる高い専門的知識、高度な英語

運用能力を身に付け、現代社会に関する先鋭な問題意識と豊かな共感能力、そして鋭利な国際感

覚を持った国際的職業人を育成する。 

その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、そして、その基盤となる外国語

を学ぶ意志が必要だが、学修の基礎となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」等の基礎

的な能力・資質も必要となる。現代国際学部では、グローバルビジネス学科・現代英語学科・国

際教養学科・グローバル共生学科の何れの学科でも、英語を主専攻として学び、英語力は学びの

最も重要な基礎力である。そのため「英語」は何れの学科の入学試験においても必修科目として

いる。 

また、外国語を学修する上でその基礎となる国語力は欠かせないもので、さらに外国語の修得

を深化させていくためには、幅広い分野についての基礎学力も大変重要である。従って、現代国

際学部の何れの学科においても、共通の入学試験を採用しており、「英語」の能力が高い者を選

抜することを重視しつつ、「国語」等の他教科の基礎学力についても充分配慮して入学者選抜を

実施する。 

 

・選抜方法 

【一般選抜】 

英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わ

せることで、教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験 

・前期Ａ方式、前期Ｍ３方式、前期Ｍ２方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用

前期（３教科・５教科）・後期（２教科）、後期の各試験 
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【学校推薦型選抜】 

推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格等）による出願資格を満たす者を対

象とし、調査書（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜 

・一般公募、指定校の選抜方式 

【総合型選抜・特別選抜】 

資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者等を対象とし、適

性検査（複数教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接等を組み合わせ、評価する選

抜 

・英語等有資格型、国際社会志向型、専門学科・総合学科卒業生選抜（グローバルビジネス

学科）、世界人材志向型（グローバル共生学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特

別選抜、外国にルーツを持つ生徒対象特別選抜（グローバル共生学科）等の選抜方式 
 

次のような人の受験を期待する。 

・学ぶ意志と意欲を持ち、そのために必要な英語力・国語力等の基礎学力がある人 

・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人 

・英語を職業に関係付けて学びたい人 

・各種キャリアに係る高度な教養と英語力を身に付けたい人 

・各種キャリアに係る高度な知識とスキルを身に付けたい人 

・多文化共生について学び、共生社会の創造に関わりたい人 

・高度な英語力とキャリアスキルを統合し、グローバル社会で活躍したい人 
 

学ぼうとする意欲、人への優しさ、社会への参加意識を持って入学して欲しいと思う。 
 

世界教養学部 

 世界教養学部では、世界と日本の双方に関わる豊かな教養を礎に、世界と日本の言語・文

化・歴史・社会に関する高い専門性と高度な言語運用能力を身に付け、鋭利な批判的能力と

豊かな共感能力、さらには高いコミュニケーション能力の裏付けを持つ国際感覚を備えたグ

ローバル教養人を育成する。 

その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、外国語を学ぶ意志が必要だ

が、学修の基礎となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」等の基礎的な能力・資質も

必要である。世界教養学部では、世界教養学科で英語を主専攻として、国際日本学科で英語

を副専攻語として学ぶが、英語を主専攻とする学科はもとより、副専攻語とする学科でも、

英語力は学びの最も重要な基礎力である。そのため「英語」は何れの学科の入学試験におい

ても必修科目としている。他方、日本語を主専攻語とする国際日本学科はもとより、世界教

養学科においても外国語学修の基礎となる国語力は欠かせないもので、さらに、これらの学

修を深化させていくためには、幅広い分野についての基礎学力が大変重要である。従って、

世界教養学部を構成する両学科とも、専攻する言語は異なる場合があっても、共通の入学試

験を採用しており、「英語」の能力が高い者を選抜することを重視しつつ、「国語」等の他教

科の基礎学力についても充分配慮して入学者選抜を実施する。 
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・選抜方法 

【一般選抜】 

英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わ

せることで、教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験 

・前期Ａ方式、前期Ｍ３方式、前期Ｍ２方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用

前期（３教科・５教科）・後期（２教科）、後期の各試験 

【学校推薦型選抜】 

推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格等）による出願資格を満たす者を対

象とし、調査書（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜 

・一般公募、指定校の選抜方式 

【総合型選抜・特別選抜】 

資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者等を対象とし、適

性検査（複数教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接等を組み合わせ、評価する選

抜 

・英語等有資格型、国際社会志向型、世界人材志向型（世界教養学科）、発信コミュニケー

ション型（国際日本学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特別選抜等の選抜方式 

 

次のような人の受験を期待する。 

・学ぶ意志と意欲を持ち、そのために必要な英語力・国語力等の基礎学力がある人 

・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人 

・言葉を通して人への関心、グローバル社会に関心がある人 

・日本及び世界諸地域の言語・文化・歴史・社会について豊かな教養を身に付けたい人 

・日本語及び英語の高度なコミュニケーション能力を身に付けたい人 

・豊かな人間性、共感能力、国際感覚を身に付け、グローバル社会で活躍したい人 
 

学ぼうとする意欲、人への優しさ、社会への参加意識を持って入学して欲しいと思う。 

 
   大学院国際コミュニケーション研究科 

国際コミュニケーション研究科では、学園の建学の精神である「人間教育と実学」に立ち、言語

を中心に据えて、国際理解に必要な知識・技能を総合的に研究・教授する機関として、研究者養成

とともに、現代国際社会で活躍する高度な専門知識を持った職業人の育成を目的としている。 

このため、入学者の受け入れについては、本学大学院での学修についての関心、意欲とともに、

入学後の学修に必要な資質・能力を有する人を求める。そのための選考方法は、書類審査、本学大

学院での研究計画等についての口頭試問を基本として、課程、試験種に応じた選考方法を実施す

る。 

 

博士前期課程  

  博士前期課程では、外国語や日本語の運用能力、専門分野の基礎的な知識、研究能力の基礎と

ともに、研究意欲を持ち、研究者、高度専門職業人を目指し、広い視野に立って研究をとおして国

際社会で貢献しようとする人を求める。 

このため、入学者の受入れについては、本学博士前期課程での学修についての関心、意欲ととも

に、入学後の学修に必要な資質・能力を有する人を求める。そのための選考方法は、書類審査、研
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究計画等についての口頭試問とともに、試験種によっては外国語、専門科目の筆記試験を実施す

る。ただし、英語教授法（TESOL）プログラムについては、書類審査とともに、英語による口頭試

問、小論文（英文）及び研究計画書に関する試問を行う。 

 

博士後期課程 

博士後期課程では、外国語や日本語の高度な運用能力、専門分野の高度な知識とともに、高い目

標意識、豊かな研究能力、強い研究意欲を持ち、教育や研究で指導的立場に立ち、世界を相手に活

躍できる研究者、高度専門職業人を目指し、研究をとおして国際社会で十分に貢献しようとする人

を求める。 

このため、入学者の受入れについては、本学博士後期課程での学修についての関心、意欲ととも

に、入学後の学修に必要な資質・能力を有する人を求める。そのための選考方法は、書類審査とと

もに、研究計画書、修士学位論文等についての口頭試問を実施する。 

 

公式サイト：学部・大学院→大学院国際コミュニケーション研究科→入試情報参照 
 
（２）入学者数・収容定員・在学者数・卒業（修了）者数・進学者数・就職者数 

                2025.5.1現在 

研究科・学部 専攻課程・学科 入学者数 収容定員 在学者数 
修了者数 

卒業者数 
進学者数 就職者数 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ専攻 

博士前期 10 40 31 15 1 11 

博士後期 0 15 9 2 0 2 

計 10 55 40 17 1 13 

外 国語 学部 

英 米 語 学 科 
英米語専攻 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 
英語教育専攻 

441  1,600 1,669 353 6 311 

フ ラ ン ス 語 学 科 52 250 202 42 1 34 

中 国 語 学 科 50 230 222 63 0 55 

世 界 教 養 学 科 
※2019年度募集停止 

 - 2 0 0 0 

計 543 2,080 2,095 458 7 400 

現代国際学部 

グローバルビジネス学科 100 368 399 114 2 99 

現 代 英 語 学 科 98 370 372 99 3 87 

国 際 教 養 学 科 96 370 411 99 2 88 

グ ロ ー バ ル 共 生 学 科 99 85 99    

      計 393 1,193 1,281 312 7 274 

世界共生学部 
世 界 共 生 学 科 

※2025年度募集停止 
 285 293 82 0 67 

世界教養学部 

世 界 教 養 学 科 101 380 389 106 3 86 

国 際 日 本 学 科 59 220 219 60 1 54 

計 160 600 608 166 4 140 

国際日本語教育インスティテュート（留学生別科）     - 40 129 
 

  

        合     計 1,106      4,253 4,446 1,030 19 894 
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（３）外国人留学生数 

2025.5.1現在 

研究科・学部 専攻課程・学科 正規生 非正規生 

国際コミュニケーション研究科 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 

博士前期 5 1 

博士後期 1 0 

計 6 1 

外国語学部 

英米語学科 1  

フランス語学科 3  

中国語学科 1  

世界教養学科 

※2019 年度募集停止 
0  

計 5 9 

現代国際学部 

グローバルビジネス学科 2  

現代英語学科 0  

国際教養学科 0  

グローバル共生学科 0  

計 2 6 

世界共生学部 
世界共生学科 

※2025 年度募集停止 
0 1 

世界教養学部 

世界教養学科 0  

国際日本学科 7  

計 7 2 

合計 20 19 

※非正規生：特別聴講学生・科目等履修生・研究生 
 
 
（４）標準修業年限以内で修了した者の占める割合その他学位授与の状況に関すること 

博士前期課程 2023年度入学者（2022年度秋季入学者含む）（標準修業年限：2年） 

研究科・専攻 入学者数 

標準修業年限以内 

で修了した者 

標準修業年限以内 

で退学した者 

長期履修学生 

a 

休学により標準

年限未達の者 b 

留年者 

（a,b除く） 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 
20 12 60% 0 0% 4 20% 2 10% 2 10% 

 

博士後期課程 2022年度入学者（標準修業年限：3年） 

研究科・専攻 入学者数 

標準修業年限以内 

で修了した者 
標準修業年限以内 

で退学した者 

標準修業年限以内

で単位取得後退学

した者 

休学により標準

年限未達の者 a 

留年者 

（a除く） 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 2 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 100% 
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（５）学位を取得するために要した年数ごとの割合 

博士前期課程  2024年度修了者（標準修業年限：2年） 

研究科・専攻 修了者数 

学位を取得するために要した年数 

（長期履修及び休学期間含む） 
平均年数 

2年以内 3年（2.5年含む） 

人数 割合 人数 割合 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 
15 12 80% 3 20% 2.1 

 
博士後期課程  2024年度修了者（標準修業年限：3年） 

研究科・専攻 修了者数 

学位を取得するために要した年数 （休学期間含む） 

平均年数 
3年以内 4年 5年 6年 7年以上 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 
2 0 0% 0 0% 0 0% 1 50% 1 50% 7.5 

 
 ３．授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画 
 

   公式サイト：学部・大学院→各学部→各学科のカリキュラム及び講義要項シラバス参照 
 
   公式サイト：学部・大学院→大学院国際コミュニケーション研究科参照 
 
 ４．学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準 

  （１）学修の成果に係る評価 
 大学院設置基準、大学設置基準等に則し、適切な方法により学修の成果を評価している。 

大学院の授業科目の成績は、Ａ+（100～90点）、Ａ（89～80点）、Ｂ（79～70点）、Ｃ（69～60点）

をそれぞれ合格とし、Ｄ（59点以下）を不合格、Ｓを認定、Ｗを放棄として評価する。 

学部においては、2019年度に新たに評価基準を加え、成績評価を次のとおり定めている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学生別科の成績は、Ａ+（100～90点）、Ａ（89～80点）、Ｂ（79～70点）、Ｃ（69～60点）を 

それぞれ合格とし、Ｄ（59点以下）を不合格として評価する。この他、Ｓ（認定）、Ｗ（辞退） 
で評価する。 

  

成 績 点 数 評 価 基 準 合 否 
Ａ＋ 100～90 到達目標を卓越した水準で達成している 合 格 

 Ａ 89～80 到達目標を優れた水準で達成している 合 格 
 Ｂ 79～70 到達目標を良好な水準で達成している 合 格 
 Ｃ 69～60 到達目標を基本的な水準で達成している 合 格 
 Ｄ 59～ 0 到達目標を達成していない 不合格 
 Ｅ －  － 試験欠席 
 Ｆ －  － 失 格 
 Ｓ －  － 認 定 
 Ｗ －  － 放 棄 
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（２）修了・卒業の認定に当たっての基準                    （2025年度入学者） 

研究科名 
学 部 名 

課 程 名 
学 科 名 

修業

年限 
必要修得 
単位数 

科 目 区 分 毎 の 
修 得 単 位 数 

取 得 可 能 な 学 位 
及 び 専 攻 

必 修 ・ 必 修 選 択 自由  

国際ｺﾐｭﾆｹｰ 

ｼｮﾝ研究科 

博士前期課程 
英語・英語教育コー
ス（英語・英語教育
プログラム） 

２ ３０ コース共通科目  ８ 
専門教育科目  １０ 

１２ 
修士（英語・英語教
育） 

英語・英語教育コー
ス （ 英 語 教 授 法
（TESOL）プログラ
ム） 

２ ３０ 専門教育科目  ３０  
修士（英語・英語教
育） 

日本語・日本語教育
コース ２ ３０ コース共通科目  ８ 

専門教育科目  １０ 
１２ 

修士（日本語・日本
語教育） 

グローバルコミュニ
ケーションコース ２ ３０ コース共通科目  ８ 

専門教育科目  １０ 
１２ 修士（国際文化） 

博士後期課程 

英語学・英語教育学
分野 ３ ４ 特殊講義     ４  博士（英語学・英語

教育学） 

日本語学・日本語教
育学分野 ３ ４ 特殊講義     ４  博士（日本語学・日

本語教育学） 

グローバルコミュニ
ケーション分野 ３ ４ 特殊講義     ４  博士（国際文化） 

外 国 語 

学部 

英 米 語 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４５ 
専修科目        ６４ １５ 学士（英語） 

ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 語 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４９ 
専修科目     ６７ ８ 学士（ﾌﾗﾝｽ語） 

中 国 語 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４９ 
専修科目     ６７ ８ 学士（中国語） 

現代国際 

学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４４ 
専修科目     ７４ ６ 学士（国際経営） 

現 代 英 語 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４４ 
専修科目     ７０ １０ 学士（国際学） 

国 際 教 養 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４４ 
専修科目     ７４ ６ 学士（国際学） 

グローバル共生学科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４０ 
専修科目     ７２ １２ 学士（グローバル共生） 

世界共生 
学部 世 界 共 生 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４１ 

専修科目     ６６ １７ 学士（世界共生） 

世界教養 
学部 

世 界 教 養 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４９ 
専修科目     ６４ １１ 学士（世界教養） 

国 際 日 本 学 科 ４ １２４ 全学共通基幹科目    ４９ 
専修科目     ５２ ２３ 学士（日本語） 

留学生別科 
日本語・日本文化プログラム  １ ３５ ２５ １０ ――― 

名古屋現代日本プログラム  １ ３２ ２４ ８ ――― 
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５．学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援 

 ＜学生支援組織＞ 

事  項 組  織  名 機     能 

就 職 支 援 
学 生 支 援 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

ｷ ｬ ﾘ ｱ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

・キャリア形成支援、就職相談 

・就職支援及び資格支援講座 

・インターンシップ 

進 学 支 援 大 学 院 事 務 室 ・大学院進学のアドバイス 

履 修 支 援 

教 務 部 教 務 課 

大 学 院 事 務 室 

国際日本語教育ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ 

・教科や単位履修の指導 

・成績管理及び各種証明書の発行 

・授業や試験に関すること 

・休学・退学等、学籍に関すること 

教 職 支 援 教 職 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 
・教職課程に関すること 

・教員免許状の申請に関すること 

生 活 支 援 

学 生 支 援 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 学 生 課 

・学生証、学割、通学証明書の発行 

・クラブや大学祭等の課外活動支援 

経 済 支 援 

・奨学金に関すること 

・授業料の延納・分納に関すること 

・経済支援(授業料減免)に関すること 

保 健 ・ 衛 生 ・ 

メ ン タ ル ヘ ル ス 等 
保 健 管 理 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

・健康診断  

・病気や怪我の対応 

・心身の相談 

・学生生活に関する相談 

学 習 支 援 

ﾒﾃﾞｨｱ情報・ﾃﾞｰﾀ科学ｾﾝﾀｰ 

TOEIC&TOEFL Study Support 

図 書 館 

・ICT活用の推進、及び支援 

・アカウントの管理 

・パソコン教室の管理 

・TOEIC、TOEFLの学内試験の実施 

・TOEIC、TOEFL、IELTS支援講座の実施 

・学習及び研究活動に必要な学術情報

の提供 

・研究成果の発信支援 

海 外 留 学 支 援 国 際 交 流 部 

・留学相談 

・留学制度の運営全般 

・留学候補者へのガイダンス、各種 

手続 

・派遣留学生への支援 

受 入 留 学 生 

支 援 
国 際 交 流 部 

・受入留学生へのガイダンス 

・受入留学生の宿舎、奨学金、ビザの

案内 

・受入留学生の生活上の支援 
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公式サイト：就職・キャリア支援参照 
 

公式サイト：学生生活→学生生活サポート→保健管理センター参照 
 

 公式サイト：学習支援→メディア情報・データ科学センター参照 
 

公式サイト：図書館・附属機関→図書館参照 
 

 ６．教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

（１）大学全体 
本学は、豊かな教養と深い専門的能力を培い、「国際社会の一員として人類社会の発展に寄与する

人材を育成すること」を目的としており、「真の国際人（心優しいグローバル教養人）」を養成する

ことを教育目標としている。これを実現するために、言語・多文化への共感能力を基礎に持ち、高

度な外国語コミュニケーション能力と国際感覚並びに国際対応能力を身に付けることが必要と考

える。 
 

（２）大学院国際コミュニケーション研究科 
本研究科は、研究者養成と共に特に現代国際社会で活躍する高度な専門知識を持った職業人の育

成を目的としているが、同時に学部として設置されている外国語学部、現代国際学部、世界共生学部

及び世界教養学部に共通の大学院として従来型の大学院にないユニークな特色を持つ。他の外国語

大学に多く見られるような一つの言語とその背景にある文化の研究を中心とした○○語学専攻では

なく、４学部の横断的、総合的、学際的展望を重視して専攻は「国際コミュニケーション専攻」一つ

とし、自由な履修を可能にする。これはグローバリゼーションが急速に進む世界の現状に対応し得

るための基本方針である。 
博士前期課程は、本学外国語学部、現代国際学部、世界共生学部及び世界教養学部にまたがる修

士課程として設置している。カリキュラムは、学部の学習課程を考慮して、英語・日本語及びグロ

ーバルコミュニケーションと広範な分野にわたっているが、研究志向及び就職分野をより明確にす

ることを意図して、専攻に以下の３コース２プログラムを設け、高い教養と優れたコミュニケーシ

ョン能力に基づいた学際的で豊かな研究能力を備えた人材育成を目的としている。 
 
 英語・英語教育コース（英語・英語教育プログラム） 
 英語・英語教育コース（英語教授法（TESOL）プログラム）※現職英語教師対象 
 日本語・日本語教育コース 
 グローバルコミュニケーションコース 
 
博士後期課程では、「英語学・英語教育学」、「日本語学・日本語教育学」及び「グローバルコミュ

ニケーション」の３つの専門分野があり、徹底した個別の研究指導を通して高度な専門的職業人、

教育者、あるいは研究者の養成を目的としている。本研究科の特色である総合性、学際性を重視し、

前期課程で養われた幅広い視野をさらに深めるとともに、各自の専門領域について高度な専門研究

能力を身につけ、その知識と能力を実社会に生かすことを目指している。２０２４年度までに、 
１９名の課程博士、８名の論文博士を輩出した。２０１２年度までは全てが「日本語学・日本語教

育学」分野であり、「英語学・英語教育学」分野及び「国際文化」分野の博士号の誕生を目指してい
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たところ、２０１３年度以降は「英語学・英語教育学」分野でも課程博士を輩出するようになり、

２０２３年度には「国際文化」分野において初めて課程博士の学位を授与した。また、同じく 
２０２３年度において、論文博士として初めて「英語学・英語教育学」の学位を授与した。 
また、博士後期課程における円滑な学位授与を促進するために、２０１１年度から、新たに「博

士候補制度」を設置して、論文指導を強化した。現在、博士候補資格取得者は６名である。 
 

公式サイト：学部・大学院→大学院国際コミュニケーション研究科参照 
（３）外国語学部 

外国語学部では、国際的教養人の育成を目指し、幅広く豊かな教養を礎に、世界の主地域の

言語・文化・社会についての高い専門性と高度な外国語運用能力を身につけ、多言語・多文化

への優れた共感能力と鋭利な国際感覚を備えるため、教育課程に「全学共通基幹科目」、「専修

科目」、「自由選択科目」、「全学開放科目」を設置している。 

幅広く豊かな教養については、「全学共通基幹科目」の「アカデミックスキルズプログラム」

と「ＩＣＴプログラム」で国際的教養人にふさわしい汎用的能力を育成し、「英語基幹プログラ

ム」、「複言語プログラム」で基幹英語及び専攻言語以外の複言語のコミュニケーション能力を

育成するとともに、「世界教養プログラム」で世界の言語・文化・政治・経済・自然などに関す

る教養を修得する。高い専門性については、「専修科目」の「専門科目群」と「専門ゼミナール」

で主に育成し、高度な外国語運用能力は「専攻言語プログラム」を中心にして育成する。 

さらに、学生の学力及び学修目標の多様化に対応するために「自由選択科目」を編成すると

ともに、「全学開放科目」を設置し、他学科、他学部の開講科目も履修可能にしている。これら

の科目の履修と国際交流を通して、世界を舞台に活躍できる豊かな個性と人間味に溢れ、共感

能力と国際感覚を身に付けるものとする。 
    
   公式サイト：学部・大学院→外国語学部各学科参照 
 

（４）現代国際学部 
現代国際学部では、国際的職業人の育成を目指し、幅広く豊かな教養を礎に、キャリアに関

わる高い専門性、また高度な英語運用能力を身につけ、現代社会に関わる鋭利な問題意識、優

れた共感能力と国際感覚を備えるため、教育課程に「全学共通基幹科目」、「専修科目」、「自由

選択科目」、「学部開放科目」、「全学開放科目」を設置している。 

幅広く豊かな教養については、「全学共通基幹科目」の「アカデミックスキルズプログラム」

と「ＩＣＴプログラム」で国際的職業人の基礎にふさわしい汎用的能力を育成し、「英語基幹プ

ログラム」、「複言語プログラム」で英語及び英語以外の複言語のコミュニケーション能力を育

成するとともに、「世界教養プログラム」で世界の言語・文化・政治・経済・自然などに関する

教養を修得する。高い専門性については、「専修科目」で指導し、「エリアスタディーズ基盤」

で世界の地域の文化・社会について知識を深め、各学科の専門科目と「セミナープログラム」

でキャリアスキルと専門性を統合的に育成する。高度な英語運用能力は、専修科目の「Basic 

English」「Step-Up English」などで指導する。 

また、学生の学力及び学修目標の多様化に対応するために「自由選択科目」を編成し、「学部

開放科目」や「全学開放科目」も履修できるようにしている。これらの科目の履修と国際交流

を通して、グローバル時代の社会人として必要な幅広く豊かな教養と高度な英語運用力と高い
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専門性をキャリアスキルとともに身に付け、共感能力と国際感覚を豊かなものとする。 
 
 公式サイト：学部・大学院→現代国際学部各学科参照 
 
（５）世界共生学部 

世界共生学部では、幅広く豊かな教養を礎に、高い専門性、高度な英語運用能力を身につけ、

基本的な倫理観、健全な競争心、優れた共感能力を備え、多文化共生時代に国内外で対処を迫

られる課題に対して高い見識と多角的な視野から対応できる人材の育成を目的とする。そのた

め、①汎用的能力（情報処理力、批判的思考力、判断力・表現力）、外国語運用能力（英語及び

英語以外の複言語についてのコミュニケーション能力）、世界教養（世界の言語・文化・政治・

経済・自然などに関する知識、能力、態度）を身に付け、②複数のリージョン（地域生活圏）

の社会・文化についての学びを通じ、日本及び世界の諸現象を総合的かつリアルに理解し、多

様な地域・文化の人々との平和的共生を実現し、かつビジネス等の面においては対等に競いな

がら、グローバルに活躍するのに充分な知識・技能を備え、③「聞く・話す・読む・書く」の

４技能に加え、国際問題を討論する高度なコミュニケーション能力を身につけ、④協調精神

（cooperation）や社会貢献の意識（contribution）を強く持った多文化共生社会の担い手とな

るに充分な共感能力・国際感覚を身に付けるものとする。 
 

公式サイト：学部・大学院→世界共生学部世界共生学科参照 

 
（６）世界教養学部 

世界教養学部では、幅広く豊かな教養を礎に、日本及び世界の諸地域の言語・文化・社会に

関する高い専門性と高度な言語運用能力を身につけ、日本が抱える社会課題や世界規模の課題

に対応できる優れた共感能力と鋭利な国際感覚に裏打ちされたグローバル教養人の育成を目

的としている。そのために身に付ける能力として、①日本語及び外国語（英語＋複言語）双方

の高い運用能力、日本を含む世界諸地域の言語、文化、社会、歴史等それぞれの地域に固有な

価値に関わる理解力、及び日本と世界諸地域の相互関係に関わるグローカルな知見、②人文・

社会・学際の３分野にまたがる幅広い教養、また、世界の人々からリスペクトされる豊かな人

間性、共感力、国際感覚、③地域社会の活性化に貢献し、如何なる状況においても柔軟に対応

できる論理的かつ批判的思考力を掲げている。 
 

公式サイト：学部・大学院→世界教養学部各学科参照 
 

（７）学位論文に係る評価に当たっての基準 
 

公式サイト：学部・大学院→大学院 国際コミュニケーション研究科→学則・各種制度→大学院学

則等一覧→（３）学位申請・審査に関する規則→学位論文審査基準参照 

 

Ⅲ．財務情報 
 
   公式サイト：大学案内→情報公開→財務・経営参照 
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Ⅳ．教育研究上の情報及び財務情報 

 １．教育研究上の情報 

（１）教育条件 
① 教員一人当たりの学生数                          2025.5.1現在 

学 部・学 科 

教職課程 

教育職員【基幹教員及び基幹教員以外の教員（常勤）】 在  籍 

学生数 

(Ｂ) 

専任教員 

１人あた 

りの学生 

数 B/A 
教授 准教授 講師 

外国語 

講師 
助教 

計 

(Ａ) 
助手 

外 国 語 

学  部 

英 米 語 学 科 17 8 6 16  47  6 1,669 35.5 

ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 語 学 科 4 3 1 2  10  1 202 20.2 

中 国 語 学 科 6 1 1 1  9   222 24.6 

世 界 教 養 学 科         2 - 

計 27 12 8 19  66 7 2,095 31.7 

現代国際 

学  部 

グローバルビジネス学科 6 4 1 1  12  399 33.2 

現 代 英 語 学 科 6 4  1  11  372 33.8 

国 際 教 養 学 科 4 7  1  12  411 34.2 

グローバル共生学科 4 2    6  99 16.5 

共通       2 － － 

計 20 17 1 3  41 2 1,281 31.2 

世界共生 

学  部 
世 界 共 生 学 科 5 1 3   9  293 32.5 

世界教養 

学  部 

世 界 教 養 学 科 5 3 2   10 1 389 38.9 

国 際 日 本 学 科 3 5    8 1 219 27.3 

計 8 8 2   18 2 608 33.7 

教 職 課 程 4     4  － － 

合  計 64 38 14 22  138 11 4,277 30.9 

※１．教授には特任教授を含む。  
※２．国際日本語教育インスティテュート長は英米語学科に含む。  
※３．国際日本語教育インスティテュート教員２名（准教授２名）は除く。  
※４．教養教育推進センター教員１名（助手１名）は除く。 
※５．言語教育開発センター教員２名（助手２名）は除く。 
※６．大学院教員２名（教授１名・助手１名）は除く。 
※７．現代国際学部グローバル共生学科は２０２５年度開設のため、学生数は１年次生のみ。 
※８．世界共生学部世界共生学科は２０２４年度をもって募集停止のため、学生数は２～４年次生の合計。 

※９．世界共生学部世界共生学科は現代国際学部グローバル共生学科兼任教員２名（教授２名）を含む。 
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② 収容定員充足率                     2025.5.1現在 

学 部 学 科 入学定員 収容定員 在籍者数 
収容定員 
充 足 率 

外 国 語 学 部 

英 米 語 学 科 400 1,600 1,669 1.04 

フ ラ ン ス 語 学 科 50 250 202 0.80 

中 国 語 学 科 50 230 222 0.96 

世 界 教 養 学 科 - （※1）  - 2   - 

計 500 2,080 2,095 1.00 

現 代 国 際 学 部 

グローバルビジネス学科 85 368 399 1.08 

現 代 英 語 学 科 85 370 372 1.00 

国 際 教 養 学 科 85 370 411 1.11 

グローバル共生学科 85 （※2）  85 99 1.16 

計 340 1,193 1,281 1.07 

世 界 共 生 学 部 世 界 共 生 学 科 - （※3） 285 293 1.02 

世 界 教 養 学 部 

世 界 教 養 学 科 90 380 389 1.02 

国 際 日 本 学 科 50 220 219 0.99 

計 140 600 608 1.01 

合  計 980 4,158 4,277 1.02 

※１．外国語学部世界教養学科は２０１９年度から募集停止。 

※２．現代国際学部グローバル共生学科は２０２５年度開設のため、収容定員数は１年次生のみ。 

※３．世界共生学部世界共生学科は２０２４年度をもって募集停止のため、収容定員数は２～４年次生の合計。 
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③ 年齢別教員数                                2025.5.1現在 
 教授 准教授 講師 助教 助手 計 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

71歳以上 3 4.8         3 2.0 

66歳～70歳 15 23.8         15 9.8 

61歳～65歳 18 28.6 4 10.2       22 14.4 

56歳～60歳 12 19.0 3 7.7 2 5.6     17 11.1 

51歳～55歳 10 15.9 11 28.2       21 13.7 

46歳～50歳 5 7.9 8 20.5 7 19.4     20 13.1 

41歳～45歳   9 23.1 5 13.9     14 9.1 

36歳～40歳   4 10.3 10 27.8     14 9.1 

31歳～35歳     9 25.0   2 13.3 11 7.3 

26歳～30歳     3 8.3   5 33.3 8 5.2 

21歳～25歳         8 53.4 8 5.2 

合 計 63 100 39 100 36 100   15 100 153 100 

※１．副学長（総務・人事企画担当）は除く。 
※２．大学院及び国際日本語教育インスティテュートの教員を含む。 

※３．教授には特任教授を含む。 

※４．講師には外国語担当専任講師を含む。 

  

年齢 

職位 
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④職階別教員数                                   2025.5.1現在 

研究科・専攻、学部・学科等 
教育職員【基幹教員及び基幹教員以外の教員（常勤）】 

教授 准教授 講師 助教 助手 計 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻 1    1 2 

外 国 語 学 部 

英 米 語 学 科 17 8 6  6 37 

フ ラ ン ス 語 学 科 4 3 1  1 9 

中 国 語 学 科 6 1 1   8 

計 27 12 8  7 54 

現 代 国 際 学 部 

グローバルビジネス学科 6 4 1   11 

 現 代 英 語 学 科 6 4    10 

国 際 教 養 学 科 4 7    11 

グローバル共生学科 4 2    6 

共 通     2 2 

計 20 17 1  2 40 

世 界 共 生 学 部 世 界 共 生 学 科 5 1 3   9 

世 界 教 養 学 部 

世 界 教 養 学 科 5 3 2  1 11 

国 際 日 本 学 科 3 5   1 9 

計 8 8 2  2 20 

そ の 他 

国際日本語教育ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ  2    2 

言語教育開発センター   22  2 24 

教養教育推進センター     1 1 

教職センター（教職課程） 4     4 

計 4 2 22  3 31 

合  計 65 40 36  15 156 

 ※１．大学院国際コミュニケーション研究科は学部の教員が兼ねる。  

※２．教授には特任教授を含む。 

※３．講師には外国語担当専任講師を含む。 

※４．教養教育推進センターは学部の教員が兼ねる。 
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 ⑤基幹教員数                               2025.5.1現在 

学部・学科 
設置基準 基 幹 教 員 数 

基準数 教授数 教授 准教授 講師 助教 計 

外 国 語 学 部 

英 米 語 学 科 15 8 19 8 6  33 

フ ラ ン ス 語 学 科 6 3 4 3 1  8 

中 国 語 学 科 6 3 5 1 1  7 

計 27 14 28 12 8  48 

現代国際学部 

グローバルビジネス学科 12 6 7 4 1  12 

 現 代 英 語 学 科 8 4 6 4   10 

国 際 教 養 学 科 8 4 4 7   11 

グローバル共生学科 2 1 4 2   6 

計 30 15 21 17 1  39 

世界共生学部 世 界 共 生 学 科 9 5 5 1 3  9 

世界教養学部 

世 界 教 養 学 科 6 3 5 3 2  10 

国 際 日 本 学 科 6 3 5 5   10 

計 12 6 10 8 2  20 

大学全体の収容定員に応じ定める基幹教員数 38 19 - - - - - 

合  計 116 59 64 38 14 0 116 

 ※１．上記基幹教員は専ら当該大学・学部の教育研究に従事する者のみ。 
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（２）教育内容 
① 非常勤教員の比率 ※学長及び副学長を含む。 

常勤３４．３％：非常勤６５．７％（１５４名：２９５名、計４４９名） 
 

②  学位授与数 
１）修士の学位授与数 

研究科 

・専攻 
学位の種類 

開設～ 
2020
年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 計 

 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ専攻 
 

修士（英語教育学） 7     7 

修士（日本語教育学） 50     50 

修士（国際文化） 42 4 2 3 3 54 

修士（英語・英語教育） 73 2 5 4 5 89 

修士（日本語・日本語教育） 97 5 4 4 7 117 

修士（ﾌﾗﾝｽ語・ﾌﾗﾝｽ語教育） 24     24 

修士（中国語・中国語教育） 7     7 

修士（国際関係） 12     12 

修士（国際ビジネス） 36     36 

修士（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ言語教育） 7     7 

修士（多言語多文化ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ） 3     3 

修士（公益通訳翻訳） 5     5 

合  計 363 11 11 11 15 411 

 

２）博士の学位授与数 

【課程博士】 

研究科・専攻 学位の種類 
開設～ 
2020年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 

計 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

専攻 

博士（英語学・英語教育学） 4 0 0 0 1 5 

博士（日本語学・日本語教育学） 12 0 0 0 1 13 

博士（国際文化） 0 0 0 1 0 1 

合  計 16 0 0 1 2 19 
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      【論文博士】   

研究科・専攻 学位の種類 
開設～ 
2020年度 

2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 

計 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

研究科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

専攻 

博士（英語学・英語教育学） 0 0 0 1 0 1 

博士（日本語学・日本語教育学） 6 0 0 1 0 7 

合  計 6 0 0 2 0 8 

 

３）学士の学位授与数 

 

③ 就職先の情報 
 
   公式サイト：就職・キャリア支援→在学生のみなさまへ→卒業生の業種別就職割合参照 
  

学 部 学 科 学位の種類 
開設～ 

2020年度 
2021 
年度 

2022 
年度 

2023 
年度 

2024 
年度 計 

 

外国語学部 

 

英 米 語 学 科 学士（英語） 8,548  272 372 345 353 9,890 

英 語 教 育 学 科 学士（英語教育） 414 41 5   460 

フランス 語学科 学士（フランス語） 1,921  55 70 68 42 2,156 

中 国 語 学 科 学士（中国語） 1,732  49 64 48 63 1,956 

日 本 語 学 科 学士（日本語） 1,278  58 1 1  1,338 

世 界 教 養 学 科 学士（世界教養） 282 110 27 5 0 424 

 計 14,175  585 539 467 458 16,224 

国際経営学部 国 際 経 営 学 科 学士（国際経営） 2,272      2,272 

現代国際学部 

国際ビジネス学科 
グローバルビジネス学科 

学士（国際経営） 1,356  79 96 99 114 1,744 

現 代 英 語 学 科 学士（国際学） 1,848  77 94 97 99 2､215 

国 際 教 養 学 科 学士（国際学） 542 93 90 110 99 934 

 計 3,746  249 280 306 312 4,893 

世界共生学部 世 界 共 生 学 科 学士（世界共生） 70 93 89 85 82 419 

世界教養学部 

世 界 教 養 学 科 学士（世界教養）   58 98 106 262 

国 際 日 本 学 科 学士（日本語）   49 54 60 163 

計    107 152 166 425 

合  計 20,263  927 1,015 1,010 1,018 24,233 
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（３）学生の状況 
① 入学者の推移 
・学 部  

学  部 学  科 
入  学  者  数 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

外国語学部 

英 米 語 学 科 368 357 379 410 441 

フ ラ ン ス 語 学 科 47 48 43 45 52 

中 国 語 学 科 74 51 57 48 50 

 計 489 456 479 503 543 

現代国際学部 

グ ロ ー バ ル ビ ジ ネ ス 学 科 109 98 89 91 100 

現 代 英 語 学 科 102 77 76 88 98 

国 際 教 養 学 科 98 93 93 105 96 

グ ロ ー バ ル 共 生 学 科 - - - - 99 

計 309 268 258 284 393 

世界共生学部 世 界 共 生 学 科 78 76 97 84 - 

世界教養学部 
世 界 教 養 学 科 102 87 80 99 101 

国 際 日 本 学 科 60 48 49 48 59 

 計 162 135 129 147 160 

合 計 1,038 935 963 1,018 1096 

 
・大 学 院 

研究科・専攻 課 程 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

国際ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 
博士前期課程 13 11 20 10 10 

博士後期課程    2    2    1    0    0 

 
② 社会人学生数 
学部生においては、社会人特別選抜入試は実施していない。 
大学院生については次のとおり。 

研究科・専攻 課 程 在学者数 社会人学生数 ％ 

国際コミュニケーション 
博士前期課程 31 15 48.4 

博士後期課程 9 8 88.9 

 
③ 留学生数及び海外派遣学生数 

新型コロナウイルス感染症の５類への分類変更等を受けて、留学の受入れ・派遣ともに障害は

なくなっており、より活発な国際交流が行われるようになっている。２０２４年度における本学

の国際交流は留学派遣数、留学受入数ともに完全にコロナ禍以前の姿を取り戻している。 
       

公式サイト：留学・国際交流→国際交流実績参照 
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（４） 国際交流・社会貢献等の概要 
① 国際交流（協定相手校等） 
 

公式サイト：留学・国際交流参照 
 

② 社会貢献活動 
1）公開講座の開講 

本学の活動内容を広く一般市民に周知し、また、教育研究活動を通して得た成果を地域社会

に還元するための方途として、公開講座を開設している。 

本学ではワールドリベラルアーツセンターや学科主催による講演会を定期的に実施しており、

一般市民にも広く開放し、毎回、かなりの数の参加者を得ている。講座の内容は、広く世界の諸

地域の文化や歴史等に及んでおり、外国語大学ならではの独自の講座として一定の成果を挙げて

いる。 

また、名駅キャンパスでは、２０２２年４月から「１２の教養、１２の言語」をキャッチフレ

ーズに社会人・大学生・高校生・本学卒業生・在学生を対象にした「名古屋外国語大学オープン

カレッジ（公開講座）」を春期、秋期及び冬期(短期)に開講している。 

 

2）英語教員ワークショップの開催 
本学では、愛知・岐阜・三重・静岡・長野県の中学校及び高等学校の現職英語教員を対象とし

た実践的な指導方法、指導能力の向上と英語能力のスキルアップを目的に２００１年度から「英

語教員ワークショップ」を開催しており、この間延べ７,３００名を超える者の受講があった。 
なお、２０２４年度では、延べ３６８名（実人数９９名）であった。 

 
  公式サイト：大学案内→地域連携・公開講座→英語教員ワークショップ NUFS Workshop 参照 

 

3）地域の国際交流 
本学では、留学生との交流は本学在学生に限らず、地域住民とも積極的に行ってきた。コロナ

禍により、２０２０年度以降留学生の来日が途絶えていたため、一時的に地域との国際交流も実

施できなかったが、２０２２年度春季より、留学生の受入れも再開しており、ホームステイ、ホ

ームビジット、その他の地域との交流プログラムに留学生が参加するなど、地域との交流も積極

的に進めている。 
 

③ 大学間連携 
1）東京外国語大学との教育・研究等交流協定 

２０１３年度に東京外国語大学との間で教育・研究等交流協定を締結した。世界を舞台に活

躍できるグローバル人材の育成を目的に、双方の大学で開講する科目の単位互換、合同授業、

海外提携校への留学支援、就職活動施設の活用等をその事業として掲げ、２０１５年度から毎

年度、２乃至３名を１年間の国内留学生として派遣している。 

 

2）愛知県立芸術大学との包括協定 

２０１８年度に愛知県立芸術大学との間で教育・研究活動の連携・協力の推進によって、両大
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学の教育・研究の一層の発展に資することを目的として包括協定を締結した。学術研究、学生交

流、教職員交流の他、施設設備の活用について連携を図っていく。 

その一環として、愛知県立芸術大学院生によるランチタイムピアノコンサートを企画し、学内

施設にて開催している。 

 

3）愛知学長懇話会による単位互換 
２００２年度から、愛知県下の大学が参加する「愛知学長懇話会による単位互換制度」が発

足し、本学もこれに参加している。本学の学生が他大学の授業を受講する場合の資格は、２年

次生以上で、毎期３科目６単位以内としており、本学の卒業要件となる単位として最大１２単

位まで認定している。 
２０２０年度から２０２４年度の履修申込みを含めた実績は、次のとおりである。 

 
･本学学生の他大学授業科目受講 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

１期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 

0大学 

0名 

0大学 

0名 

1大学 

1名 

2大学 

2名 

1大学 

1名 

4大学 

4名 

6大学 

4名 

1大学 

1名 

2大学 

2名 

0大学 

0名 

 

･他大学学生の本学授業科目受講 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

１期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 １期 ２期 

0大学 

0名 

0大学 

0名 

1大学 

1名 

1大学 

1名 

3大学 

3名 

3大学 

3名 

1大学 

1名 

1大学 

1名 

0大学 

0名 

1大学 

1名 

 

   4）全国外大学長会議 
  １９９７年度から、全国の７外国語大学（東京外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、

関西外国語大学、神戸市外国語大学、長崎外国語大学、本学）で学長会議を年１回輪番で開催し

ており、懸案事項等に対する対処方策・情報交換・外国語大学の役割・在り方等について議論・

検討を行っている。２０２４年度で２８回目となり、外国語大学間の連帯感等も醸成されてきて

おり、毎回有意義な会議となっている。 
 また、この７大学による「全国外大連合憲章」を２０１４年６月に締結し、教育交流や研究交

流を通して、それぞれの教育水準をさらに向上させることで、未来に貢献できるグローバル人材

の輩出を目指している。 
   

④ 地域連携 
２００８年度から日進市及び長久手市（当時長久手町）と市内の小・中学校において、学校教

育の現状を知り、児童生徒との交流を通じて必要とされる支援を行うことで教職に対する理解を

深め、教師の仕事と教職の意義を学ぶことにより、資質及び意識の向上を図り、教職への志望の

確認強化を目的とした取組みを行っている。 
２００９年度、日進市と本学及び名古屋学芸大学との連携協定が調印され、市の国際交流事業

活性化に対する支援、市が主催する教育・文化活動への教員・学生の派遣の他、地元小・中学校

からの要請に基づく小・中学生の英語教育等の充実にも協力している。 
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さらに、愛知県と多文化共生社会づくりに連携して取り組む協定を締結した。人材育成を共同

で推進するため、本学では災害時の通訳ボランティアの育成や多文化共生に関する県民向けの公

開講座等の実施、日本語教育の推進等に協力している。 
２０１７年度、岐阜県中津川市との間で、地域社会の発展・人材育成及び学術の振興に寄与す

ることを目的として包括協定を締結した。観光と地域創生の面で学ぶ機会を得る一方、同市の発

展に貢献することを目的としている。今後の具体的な取組みは、世界共生学部世界共生学科及び

現代国際学部グローバル共生学科の「地域創生科目」のフィールドとして、学生が地域の具体的

な課題を発見し、グループでその解決策を考える問題解決型授業（アクティブラーニング）の実

践や同市へのインバウンド観光客のサポート活動に取り組んでいる。 
２０２１年度、長野県南木曽町と教育研究や地域・産業振興、まちづくり等に関する包括連携

協定を締結した。南木曽町と更なる友好関係を深め、地域の課題に適切に対応し、地域社会の発

展に寄与することを目指しており、これまでの活動内容としては、地元団体の協力を得ながら外

国人観光客へのアンケートの実施やまちづくりへの提言等の支援を行っている。 

 
⑤ 高大連携 

２０１１年度、県内大学と愛知県教育委員会が連携し、大学と初等・中等教育学校との情報

交換を行う「連携推進会議」を設置し、その連携協力によってウェブサイト「あいちの学校連

携ネット」を立ち上げ、高校生向けに大学情報提供を開始するとともに、大学生による学校現

場での学習支援、高校生の大学講義体験といった事業を始めており、本学もこれに参画してい

る。更に高等学校との高大連携事業として、様々な高校の要望に応じて講師派遣等を実施して

いる。 

 

⑥ 愛知県教育委員会との包括連携 
２０２３年３月に愛知県教育委員会との包括連携協力に関する協定を締結した。地域教育推

進センター（ＣＲＥＣ）では、愛知県教育委員会からの要請を受けて、県教委主催の事業「知

の探究講座」（令和６年度あいちＳＴＥＡＭ教育推進講座）に参加し、「リベラルアーツと世界

－現代を生き抜くための共感力、想像力、表現力－」と題するプログラムを提供した。本学提

供の講座には、県教委によって選抜された３０名の高校生が出席した。また、教員を対象とす

る「探究活動スタートアップ研修会」を２０２３年度に引き続き開催し、ＣＲＥＣの取り組み

を通じて、リベラルアーツ教育の推進、探究的な学びにおける連携、高等学校教員の資質向上

に向けて取組んできた。 
 

⑦ その他連携 
２０１８年３月、日本舞踊西川流四世家元（西川千雅氏）と、インターンシップ及び講義の

実施に関する協定を締結した。この連携により、留学生及び学生対象の授業（「ジャパンスタ

ディーズ９０２（特殊講義）」）において、同家元から日本の伝統文化の基礎や伝統芸能を直接

学ぶことができる貴重な機会を得ている。 
 

以上 
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